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資料紹介 

 

安政 2 年（1855）間に詠まれた月性の詩 30 首を松陰が評した本文、

土屋蕭海による「浮屠清狂伝」、松陰が月性に宛てた詩や文章（「読僧月

性詩」「送清狂師帰郷序」など）からなる。月性の漢詩集であるが、松陰

の詩の評と文章が加えられることにより、生前の月性と松陰の親交の様

子を伝えるものとなっている。  (出典 「東行庵だより」８４ 東行庵)


